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気象庁では、全球モデルの予測不確実性に関する資料を提供し、確率情報・信頼度
情報の作成作業を支援するために、全球アンサンブル予報システムを運用している。
全球アンサンブル予報システムは、週間天気予報のために用いられていた週間アンサ
ンブル予報システム(山口2011) と、台風進路予報の支援のために運用されていた台
風アンサンブル予報システム(太田・佐藤2010)、1か月予報、異常天候早期警戒情報（
現在の早期天候情報）を支援するための1か月アンサンブル予報システム(平井ほか
2015)を統合するシステムとして開発された。2017年1月から台風進路予報と週間天気
予報の支援のために、2017年3月から1か月予報などの支援のために、運用を開始し
た(山口2017、新保2017)。

初期時刻00UTC及び12UTCの予測は、毎日予報11日目まで実行され、アンサンブル
メンバー数は27である。27メンバーのうち13メンバーは、早期天候情報に利用するため
、予報18日目まで延長される。そして、毎週火曜日及び水曜日は1か月予報に利用す
るため、更に予報34 日目まで延長される。

予報モデルは全球モデルの低解像度版の水平約40kmメッシュ(TL479)（ただし、予報
19日目から34日目にかけては水平約55kmメッシュ(TL319)）鉛直100層のモデルで、物
理過程は20kmメッシュの全球モデルで用いているものを利用している。予報モデルの
不確実性を考慮するために、2010年12月に週間アンサンブル予報システムに導入さ
れた確率的物理過程強制法(米原2010)を用いており、下部境界条件の不確実性を考
慮するために海面水温摂動(太田・堀田2016a)を導入した。初期摂動には、LETKF(太田
・堀田2016b)とSV(酒井2008)を組み合わせて作成する手法を用いている。
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台風進路予報や週間天気予報の支援を目的とする全球アンサンブル予報システム
は、全球モデルよりやや粗い水平分解能約40kmで地球全体を計算領域とし、1日2回
11日先まで、また1日2回5.5日先まで予測計算を実行している。アンサンブルメンバー
の数は27個である。全球モデルと同様に数日～1週間程度の範囲で日本付近の気象

に影響を与える高低気圧や台風を予測の対象とし、予測の幅や信頼度に関する情報
を得ることができる。

図は平成30年台風第13号の進路予測について、全球モデル（左図）と全球アンサン

ブル予報システム（右図）の予測結果を示す。黒線が実況を、左図の赤線が全球モデ
ル予報を、右図のカラー線が全メンバーの予報を示す。

全球モデルは実況よりやや西の進路を予測しているが、全球アンサンブル予報シス
テムはメンバーによっては実況に近い予測や実況より東の進路を予測していて、予測
の幅や信頼度に関する情報を得ることができる。
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